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ウェルビーイングに
包まれて

本 誌 編 集 委 員 　 中 島  聡

私たちを取り巻く環境、また、意識というものが大きな変曲点
を迎えている感がある。私たちは様々な事柄や課題に取り囲ま
れているが、一つだけ確かなことは、その人にとっては自らが主
人公である日々というものかと考えられる。広告というものは
世相を著したり、世相に対する問題点の提起など様々な特徴が
あるが、昨今の広告は、大きな変化を遂げているように思われ
る。そのことは、主人公である一人ひとりの方がその人らしく幸
せに生きるためのヒント、そして社会全体が変わらなければな
らないという問題提起ではなかろうか。

今回の号は、一人ひとりが主人公であり、また、幸せを少しでも
多く得るためのナラティブウェルビーイングをテーマとし、そ
のために様々な努力をなさっている方々を特集致したいと考え
ている。

巻頭言
I n t r o d u c t i o n
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「断らない相談支援体制づくり」への
取り組み

─本誌の今回のテーマは、ウェルビーイング、
誰一人取り残さないということです。どんな人でも
人生はその人だけの、その人が主人公のものです。
　鴻巣市福祉課では、市民の皆さまに寄り添い、誰
一人取り残さないように奮闘なさっているとお聞
きしております。その奮闘の実態をお聞かせいた
だけますか。
服部　当市では、令和４年度より社会福祉法の改
正により「重層的支援体制整備事業」を開始し福祉
課内にその専任担当である地域共生担当を置きま
した。
　行政の福祉部門の相談窓口には、日々様々な相
談が寄せられます。その中には、制度・サービスだ
けでは解決できないもの、そもそも制度・サービス
の対象にならないもの、介護や障がいなど複数の
課題を抱えていて複数の担当課での対応が必要
なもの、問題が複雑に絡み合っているものもあり
ます。例えば、障がいがあり障害者手帳を持ってい
らっしゃる方や、生活保護を受給していらっしゃ
る方はそれぞれ、サービスにつながったり支援を
受けていらっしゃいますが、障がいの程度や医療
機関へつながっていないなどの理由から障害者手
帳を保持できていない、医療機関受診への支援が
必要だが支援者がいない、生活保護の要件には該
当しないが、生活することが困難で孤立している
方など、制度と制度の狭間にいらっしゃる方に対
する具体的な支援策がありませんでした。
　重層的支援体制整備事業の役割のひとつは、こ
うした事象を解消したり緩和することです。重層
的支援体制整備事業により「断らない相談支援体
制」を構築し、複雑化・複合化した課題を抱える方
を、どんな方も誰一人として取り残すことのない
ように、終結まで伴走支援をし、また生活の拠点で

鴻巣市健康福祉部参事 兼 福祉課長

服 部  和 代  氏

INTERVIEW 1
“決して断らない”　
福祉で、地域共生　
社会を創造する
～埼玉県鴻巣市福祉課　
の奮闘～
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ある地域にて孤独孤立にならないよう「居場所づ
くり」などを行います。
　地域共生担当では、「安心・安全に暮らせるまち  
　こうのす」をスローガンに掲げ、日々、市民の支
援に駆け回っております。数字ベースでお話しま
すと、重層的支援体制整備事業を開始する前では、
福祉課の中で生活保護や生活困窮を除いた、高齢
者対応の件数は月に平均 80 件、多いときで 100 件
程でしたが、令和 4 年度に地域共生担当ができて
以降は、高齢者だけでなく様々な年齢や立場の方
の対応が年間に 1,300 件以上になりました。
　件数的にはさほどとお感じになると思います
が、内容は複雑化・複合化した案件を取り扱うこ
とになって、その結果、職員は時に 24 時間体制に
なってしまっています。昼間の開庁時間だけでな
く、休日夜間対応や、閉庁間際になってから対応し
たケースを支援につなげるとなると、どうしても
退庁は夜中に近い時間になってしまうのです。
　そのような事情で、どうしても職員のマンパ
ワー不足、職員の負担が大きくなってきており、行
政だけで解決しようとすることは困難になってま
いります。そのため、重層的支援体制の中では「多
機関協働」が求められております。さまざまな支援
機関と協働しながら支援をさせていただくことが
多くなってきて、例えば、警察、消防はもちろん、民
間の相談支援機関、地域包括支援センターや介護
老人福祉施設などとの関係性を築き、可能な支援
策を増やすとともに、職員の負担軽減にもつなが

ることにもなりました。

《解説》 重層的支援体制整備事業と多機関協働事業
重層的支援体制整備事業とは、市町村における既存の相談
支援等の取り組みを活かしつつ、地域住民の複雑化・複合化
した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築しよう
とする事業。その中核的役割を果たすのが多機関協働事業
であり、既存の相談支援機関の連携の円滑化を進めるなど
市町村における包括的な支援体制の構築を支援する事業。

福祉で、できること・できないこと

─「福祉」という言葉をさまざまな辞書で引き
ますと、“寄り添う”などいろいろな概念がありま
すけれども、福祉というものはどういうものだとお
感じになりますか。
服部　個人的にも、福祉課長としても常日頃、市民
の支援をしながら感じているのは、支援にあたる
職員も全員が専門職ではないということです。行
政マンではありますが、福祉課だからといって社
会福祉士や臨床心理士、保健師といった専門職だ
けでは組織されないのが現実です。
　まずは、「行政の職員である」という心構えは職
員にも言い聞かせておりますが、私自身が上司よ
り、「公務員も接客業」ということを若い頃から指
導されてきました。例えば、市民の方が窓口に来ら
れても、まず挨拶は基本です。
　また、丁寧に傾聴させていただく上で、お客さま
が立ったままお話をしていたらまずお座りになっ
ていただき、決してお座りになっているお客さま

服 部  和 代（ は っ と り  かずよ） 
鴻巣市健康福祉部参事 兼 福祉課長
市職員として約30年、行政一般事務職で奉職。老人医療、高齢者医療（現行後期高齢者医療制度）、乳幼児医療（現行こども医療費助成制度）、住民記録業務、戸籍業務などを
経て、平成16年度より情報政策課。情報システム部門にて11年余り市町村合併でのデータ統合業務、システム整備、庁内インフラ整備、情報セキュリティ、特定個人情報対
策、マイナンバー制度立ち上げなどを行う。国保年金課、収税対策課を経験し、令和2年度より福祉課。
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に対して職員が立ったまま上から目線で対応しな
い、など窓口対応に対して細かくアドバイスなど
しております。
　さらに、福祉課は最後のセーフティネットを司
る生活保護の担当所管でもありますので、行政職
員であることの次に、福祉畑で働く職員であると
いう心構えについても大切だと感じております。
他課にはない精神的な負担や苦痛がありますし、
支援策が法の定めに従って明確に答えが出ない場
合もあります。
　また、安否確認や虐待対応などの際には、緊急性
の判断という点も他部署とは違う点です。生命に
影響があるのかないのか、命に危険がある場合は
何を置いても真っ先に命を優先し、支援にあたら
なければならないことになります。このように、

「行政でできること」、「福祉課でしかできないこ
と」を考えながら、できることとできないこと、そ
の方を救えることと救えないことを常日頃から意
識し仕事をしております。
　今申し上げました、救えることと救えないこと
という、まさにそこが、断らない相談支援体制の要
であるとも思っています。例えば、ご本人の生命・
財産、安心・安全などを守るための権利擁護に関す
ることは行政としての支援策しかできない場合も
あり、他では困難であると思っています。虐待など
の案件では、そのための強い権限、たとえば加害者
から保護したりといった権限を行使する場合もあ
り、それが可能になります。
　一方で、入院の手続き、施設入所の手続き、民民
の契約について、行政職員が保証人になることは
できません。その方を救うため、支援してさしあげ
たくてもできません。金銭や物品を職員が個人的
に支援することもできません。家族問題について
も、それが虐待につながることであれば支援、介入
し、その結果の判断により、保護することができま
すが、日常的な夫婦喧嘩、兄弟喧嘩であれば、家庭

内の問題として判断させていただき、行政は深く
介入はしません。
　そんな日々の中、福祉制度で全部救えるわけで
はない、どこまでが行政の役割、福祉制度なのかと
常に「葛藤している」という言葉が一番的確かもし
れません。支援の際に入り過ぎない、過度の感情移
入をしないという部分でも、なんらかの葛藤を職
員一人ひとりが持っていると思います。
　私もアウトリーチ（支援機関が直接、手を差し伸
べ支援を届ける取り組み）をしていて一度だけ不
覚にも支援をしている最中に、感情移入しすぎて、
号泣したことがありました。行政マンとして、福祉
課職員として感情をあらわにして支援をするとい
うのはプロとしてはあってはならないと反省して
おります。
　

福祉における「葛藤」

─今、「葛藤」という言葉が出てきましたけれ
ども、その葛藤をどのように自制、コントロールさ
れているのでしょう。
服部　普段の仕事の上で一番意識するのは、複雑
化・複合化した課題を抱えた方に対し福祉制度で
救えるのかどうか、その方を支援する中で何をす
れば課題が解決するのかという点を最初に判断す
ることです。判断には「葛藤」します。
　支援方針として、その方の解決には何が一番の
解決策になるのかという判断を最初に間違えてし
まうと、何年経っても問題が解決しないことにな
ります。例えば、過去の事例ですが高齢のご夫婦間
で虐待があったときに、職員が判断を間違えてし
まい、高齢のご夫婦がどうやったら寄り添って添
い遂げられるかと捉え、いろいろな介護のサービ
スを入れていました。しかし、虐待なので、どんな
に介護サービスを入れても解決せず、結果、ご夫婦
を引き離すことしか虐待の解決策はありませんで
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した。命を守ることを何よりも優先しなければな
らなかった支援方針を、誤ってしまい幸い大きな
事故にはなりませんでしたが解決までに時間を要
することになってしまったケースでした。
　また、介入をする上で、行政だけではできない部
分の支援の手を差し伸べてくれたのが所管警察署
の生活安全課でした。市役所の職員で通らないと
ころも警察官だとすんなり通るシーンもあり、協
働ができることによってとても支援がしやすくな
りました。現在は所管警察署も消防本部も、多機関
で協働することの重要さを理解していただいてお
り、市役所だけではできない部分に対し、協力して
いただいております。
　支援する際の課題として、いつも私たちが悩ん
でいるのが、相談があってもご本人に資力がない
場合や支援者がいない場合です。生活に困窮され
ている方のご支援をする際は、生活保護の制度を
検討しますが、生活保護の基準にまで至らない方
ですと、どうしても介護老人福祉施設や民間施設、
サービスなどが使えない場合があります。最後の
セーフティネットと言われている生活保護にもつ
ながらない方の支援が、行政だけでは困難である
ことは今もって解消することができません。その
場合は社会福祉協議会などの生活資金の貸し付け
制度などを利用することもあります。
　また、家族だからこそ支援を拒否するシーンを
目の当たりにします。高齢者独居の方がいらっ
しゃって、その方の息子さん、娘さんに連絡しても
引き取りを拒否されました。過去にさまざまな事
情があったわけです。一方で、昔から良好な関係性
が築けていれば、何十年会っていない叔父さんで
も、いとこさんや甥っ子さんが最期の看取りまで
面倒を見てくださった例もありました。

チームビルディングの重要性

─さまざまな形、いろいろな連携の中で日々の
業務を進められているわけですが、一つのチームと
して取り組まれている印象です。そのチームワーク
力を支えるものは何なのでしょう。
服部　これは手前味噌になるかもしれませんが、
先日、県の生活保護の担当課長から、「県内の市町
村を指導監査で回ったときに、訪問した先が生活
保護担当課なので何となく暗い、重い、疲弊をして
いる印象のところが多かったが、鴻巣市さんだけ
は福祉課らしからぬ、明るくて、元気がよくて、職
員が意気揚々としていた」とお褒めの連絡があり
ました。その後、課内の雰囲気づくりやチームビル
ディングについて、講師の依頼もいただき、たいへ
ん恐縮いたしたところです。
　私は、特に課長としてチームビルディングを意
識して仕事をしたことはないんです。ただ、私も何
十年と行政の中にいますと、人間関係に恵まれた
課では大きな仕事を成し遂げることもできまし
たし、そういう部署では仕事に追われても、まった
く仕事が辛くないんです。逆に、人間関係が微妙だ
と、毎日、つまらないし、仕事の進捗が芳しくない
んですね。なので、職員には「家族よりも長く一緒
にいるんだから、人間関係が一番だよ、人間関係を
構築しようね」ということは常日頃から言ってい
ます。
　そんなこともあり私の仕事としては管理職の役
目として、課の中の空気づくりかなと思っておりま
す。私の席と職員の席は少し距離があるんですが、
自席から職員を呼ぶと偉そうですよね。なので、私
はすぐ職員の席に行ってしまうんです。また、市民
の方にお会いすることができる現場が大好きなの
で、職員と現場に一緒に行くこともあります。その
支援の際の職員の暑い、寒い、蚊に刺されてかゆ
い、飲み物が飲めない、お昼が食べられない、そう
いうことも一緒に経験し、現場を理解することが
重要というスタンスでおります。小さいことかもし
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れませんが、上司として理解していること、実際に
一緒にやってくれるということを、若い職員たちは
見てくれているんだろうなと感じます。課長が一
緒にやってくれるんだ、動いてくれるんだといった
部分で、上下関係も距離感がなくなりチーム力も
上がってくるんだろうなと思います。
　あとは、私も中間管理職という立場なので、組織
力が求められるといった点は重要と感じておりま
す。私の上司である部長、副部長の理解があってこ
そです。「課長に任せるよ、課長が困ったときには
自分たちが救うよ」という大きな後ろ盾がないと、
チームを率いること、結果としてチーム力という
のはできてこないだろう、それが組織力なんだろ
うと思っています。

“一人にしない”気配り

─ある意味で、同じ目線の中で話をする。それ
と同時に、職員を“一人にしない”ということでしょ
うか。
服部　そうですね。私も息子、娘と変わらないよう
な年の職員と一緒に仕事をしているので、一種家
族のような意識になってしまうんですね。一人で
仕事をしている職員がいると気になりますね。何
を考えているのかがわからないのはやはり気にな
りますし。私も一人でいられないタイプなので、ど
うしても混ざりたくなる。あとは、課内ではよく会
話をします。「ミーティングをしなさい」「支援方
針はどう立ててるの？」「皆で相談をしなさい」「報
告をしなさい」というのは常に言っていますので、

強固なチームワークで業務施行にあたる福祉課職員の皆さん
（右は、インタビューにも同席いただいた新井さん）

1
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福祉課は黙って自分だけで黙々と仕事をする部署
ではないんです。
　福祉課の職員は「現場の勘」「感覚」で仕事をす
るのが半分、あとは間違いのないように制度をき
ちんとそのケースごとに当てはめて仕事ができる
ように、法の根拠を見つけるために、よく勉強して
おります。「どうやったらこの方に対して何の制
度が使えるのか」「どこから支援をするためのお
金が出るのか」「生活保護は無理だけど困ってい
るよね、じゃ、どうしようか」といったところは、本
当に職員はよく相談しながら勉強しております。
そういった点もチーム力をつくっているんだろう
なと感じます。一人で勉強してもできないんです
よね。
─たいへん責任が重い、非常にやりがいのあ
るお仕事と感じました。お話の中で過酷な場面に遭
遇することが多々あるとのことですが、職員に対す
るメンタルケアの面での取り組みはありますか。
服部　幸い、私をここまで導いてくださった先輩
たちを追いかけて今の立場にいるんですが、あま
り一人にはならないでこれたのかなと感じます。
先輩方は悩んだときには悩みを聞いてくださいま
したし、あとは叱られることもありました。仕事を
している点では、時には、部下を注意しなければな
らないこともあります。立場的にも、間違っていれ
ば間違っていると言わなきゃならないこともある
んです。ただ、間違ってしまったことをそのまま本
人に抱えさせず、一緒にフォローもしなくてはい
けません。そういった点では、知識を習得すること
などの努力するのと同じように、叱り方というん
でしょうか、一人ひとりの職員に合った注意、教え
方、対応の仕方というのがあるように思っていま
す。
　個々に職員も個性があり性格も違うので、福祉
課向きじゃないなと思っても、達成感を味合わせ
たり、支援をした方から「ありがとう」と言っていた

だくシーンを経験させたり、そういう経験を与える
ことは重要と意識しています。

断らない福祉をさらに深化させて

─お役所というのは紋切り型だと思っていま
したが、本日のお話を伺いしますと、困っている方
が少しでも幸せになるためにどうにか何らかの手
はないかと懸命に当たられている。
服部　断らない相談支援体制を構築するという制
度ができて以来、どこまでが“断らない”なんだろ
うと逆に心配するくらい、今の当市の福祉課は“断
る”ということはしておりません。もちろん、私た
ち福祉課だけでやっているわけではありません。
極端に言うと、重層的支援体制整備事業が始まっ
てから、“断る”ということができずにいます。支
援する行先となる施設が見つかるまで、施設に対
し電話をして深夜まで空いている施設を探します
し、支援者がいなければ職員も出動します。
　そのような懸命の取り組みが、これからの地域
共生社会につながっていくのだろうと思います。
もちろん、行政だけではできません。昔の親代わり
の近所のおじちゃん、おばちゃんといった関係性
や、きめ細かな関係性が築けていた地域環境を手
本に、これからは地域づくり、参加支援、居場所づ
くりなど、そういう地域共生の視点で行政が地域
を支援していく。単に個人の支援だけではなく、地
域の方々の支援をしながら地域共生社会をつくっ
ていく礎になるんだろうと思っています。
─断らない＝誰一人として取り残したくない
という思い、すばらしいと思います。本日はありが
とうございました。

（Interviewer：中島 聡　本誌編集委員）
公益社団法人 日本アドバタイザーズ協会 専務理事
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─人間は本来ならば平等に生きる権利がある
わけですが、現実には、例えば性差、年齢的なもの、
病気、ケガ、家庭環境など、あまり公平じゃない部
分があります。それらに対して何とか解決の糸口
を見出して、そして誰もが皆幸せに包まれる明る
い未来をめざしていきたいと思っているのではな
いでしょうか。
　そうした中で今回、さまざまな性差による広
告表現の不適切さの是正など多彩な取り組みを
されている「アンステレオタイプアライアンス

（Unstereotype Alliance）」の活動について国際的に
活躍をされている石川雅恵さんに具体的な活動の
概要や今後へのお考えをお伺いしたいと思います。

固定観念を打破するための「アンステレ
オタイプアライアンス」

石川　「アンステレオタイプアライアンス」は、
UN Women（国連女性機関）が音頭を取り、賛同
してくださる企業の方と世の中にはびこる固定観
念というものを広告の力でポジティブなものに変
えていこうという試みです。
　この活動は、2017年に、UN Women 本部（ニュー
ヨーク）レベルで発足し、世界中の名だたる企業と
共に始めました。しかし、やはりそれぞれお国事情
というのが違いますので、国レベルでもこういう
取り組みをしようと、2020 年 5 月にアンステレオ
タイプアライアンスの日本支部ができました。日
本の企業の方にも賛同していただいて、今 3 年目
が過ぎようとしているところです。現在は、海外の
良い事例などを勉強して、自社の広告に取り入れ
ていくということを考えている段階です。
　そもそも広告は、企業のモノやサービスを相手
に売ろうとするために作るコミュニケーションで
すね。メディアであれば、ある実態を視聴者に伝え
るというときに、ものすごく計算して、どういうふ

UN Women（国連女性機関）
　　　　　　　　　日本事務所 所長

石 川  雅 恵  氏

INTERVIEW 2
皆が幸せになる
社会をめざし、
多様な生き方を
勇気づける広告を
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うに伝えれば一番わかりやすいかと考えます。し
かし一方、わかりやすいというところに潜んでい
る危険性もあります。今まで自分たちが思い込ん
でいた思い込み、固定観念です。
　例えば、女の子であればピンクを着ているべき
だとか、ピクトグラムのようなグラフィックシン
ボルでは、男性は青、女性は赤になっているという
ふうなことです。そこでそれが一般としてどんど
ん社会の中で刷り込みがされている現状があり
ます。世界的に見ても、例えばブラジルの広告には
どうしても白人が多い。実はブラジルには褐色の
肌をした方や先住民の方も大勢いるのにそれが全
然反映されていない。アジアでは化粧品のコマー
シャルでは白い肌が美しいという固定観念があっ
て、そうすると、白い肌じゃない人たちはすごく自
分が取り残されたような気分になってしまう。
　固定観念は、社会生活をしている上では必ず
持っているものですが、それがネガティブなほう
に出てしまう、自分がしたいことができなくなっ
てしまう状況を憂えています。それを何とか解決
するために、影響力のある広告やメディアの方々
がそれを自覚して、思い切った、今までとは違う試
みをすることによって、固定観念を崩していくこ
とで、例えば、ジェンダー平等と女性のエンパワー
メントを推進できるのではないかと考えているわ
けです。やはり、多様な人間が紹介される、多様な
人間が現れる広告は親近感が湧くし、購買欲が湧
くという調査もあります。そういう多様性のある
広告を作るということは、ただ単にいいことをし

ている、正しいことをしているだけではなくて、企
業の利益に実は本当に直結することであるという
ことを理解していただきたいです。

みんなを幸せにするジェンダー平等

石川　また、UN Women ではジェンダー平等を
掲げています。日本ではジェンダー平等と言うと、
どうしても女性の話ばかりになってしまい、逆に、
男性のことはどうでもいいのかと、非常に厳しい
反応があります。しかし、ジェンダー平等というの
は、決して女性のためのものではなくて、あらゆ
る属性を持っている人たちが平等に権利を享受し
て、平等な機会を与えられるということが大事な
のです。
　ジェンダー平等について広告を通じて知ってい
ただくことによって、実は男性に対する気づきも
出てくると思います。広告の中での男性は強いも
の、お金を稼ぐもの、輝かしいライフスタイルを持
つことが強調されがちですが、最近の調査では、そ
うした価値観で男性を描くことは以前ほど魅力的
なものにはならないとしています。なぜなら、それ

石 川  雅 恵（ い し か わ  か え ） 
UN Women（国連女性機関）日本事務所 所長
国連本部及び地域・国事務所において約20年間、資金調達とパートナーシップス構築業務に従事。1998年より日本政府国連代表部専門調査員として、ニューヨークにて女
性の人権にかかわる事案を担当。その後UNICEF本部でアシスタントプログラムオフィサーとして子供の性的搾取撲滅に取り組む。2003年よりUNFPA（国連人口基金）に
資金調達官として、日本、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド及び韓国との関係調整を担当。その間、組織内短期赴任制度によってUNFPAシエラレオネ国事務所に
て代表補佐、アジア・太平洋地域事務所にて資金調達とパートナーシップスに関する顧問を務め、また1年間国連事務局人間の安全保障ユニットに資金調達官として出向。
2017年10月より現職。兵庫県立神戸高校、関西学院大学社会学部を卒業後、オレゴン大学国際学部学士、神戸大学大学院国際協力研究科法学修士取得。

アンステレオタイプアライアンス日本支部ではステ
レオタイプのない広告制作に関する国際的基準や好
事例を会員企業に発信しています

10       MH  October 2023



ばかりを描いていると、そうじゃない男性はその
広告を見て、自分とは関係ないよねと思ってしま
うわけです。広告の力で現在の男性たちが共感す
る内容に変えていくことによって、そうじゃない
男性たちも引き込めるようなコンテンツが生まれ
ると思います。
　ですから、アンステレオタイプアライアンスは、
広告に出てくる女性イメージ（例えばいつもお料
理をしているイメージ）を変えるというだけの試
みではなく、広告に出てくる男性像を固定化せず、
ほかの形の男性像もあるよねと気づきを与え、男
性の社会におけるあり方も変えていくことをめざ
しています。ひいては、女性という入口ではありま
すが、そこから、男性、障がいのある方、外国籍の
方、在日の方など、さまざまな属性を持っている
方々が、「これっておかしいよね」というような会
話を作ることが目的なのです。

ジェンダー平等の成功事例を発信する

─ジェンダー平等は非常に重要な方向だと思
いますが、そこでの具体的な目標やめざす世の中
のイメージをお聞かせいただけますか。
石川　最初に申し上げたいのは、ジェンダー平等
に関しては、それを達成している国は実は世界中
に 1 つもないのです。日本も含めどこの国も達成
できていないという事実があるということを知っ
ていただきたいと思います。
　企業の皆さまにもよく聞かれるのですが、女性
活躍とかジェンダー平等とか言われても、今一つ
ピンとこない、と。ジェンダー平等のめざすところ
を説明するときに申し上げているのは、例えば、
子どもがケガをして早退しなくてはいけないとき
に周りに「申し訳ありません」と言わなくていい社
会、学校でのいじめがなくなる世界、権力を持って
いない人たちの声が聞こえる社会というのが私た

ちのめざす社会だと思うのです。
　今は、女性でも男性でも、自分が社会から与え
られた役割、社会から期待された役割をしていな
かったら批判されるような社会だと思います。こ
うあるべきだということから外れた人に対しても
のすごい攻撃が来る。そういう攻撃をされない、そ
ういうのもありだよね、こういうのも OK だよね
という寛容な社会を作ることが大切です。その人
がやりたいと思うことができる社会であるからこ
そ、その人の人権が守られている社会であると思
います。
─今後強化されていかれたいことはありますか。
石川　本当に日々の気づきを、みんなで気づいて
いただくようにお話ししていくしかないのかなと
思います。ここで気をつけなくていけないことは、

「耳障りだな」といった反感を買ってしまうような
形にならないようにすることです。だからこそ、広
告やマーケティングの力でポジティブな例をもっ
と作り出すことによって、人々が「こういうのはい
いよね」と思うようなことを増やしていけたらと
思います。
　例えば最近の例で申しますと、SNS で話題に
なったイギリスの学校の制服の話ですが、女の子
たちが冬は寒いからスカートじゃなくてズボン
を履きたいという要望に、学校側が規則なので駄
目といったそうです。それに対して女の子たちを
サポートする意味で男の子たちがみんなスカート
を履いた姿を SNS に載せたところ、すごい反響が
あって、学校の校則が変わったという事例があり、
これには大変感動しました。学校を批判するとい
う攻撃的な話ではなく、いわゆる権力を持ってい
ない人たちに寄り添った行動をすることがこんな
にすばらしいことなんだよと見せることが広く共
感を生むと思うのです。
　また、私がすごく印象に残ったことは、某日本の
自動車メーカーの広告ですが、サウジアラビアで

2
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女性の運転が解禁されたときに、教習所ですごい
緊張して座って待っていると、ぱっとドアを開け
て、教官ではなくて、自分のお父さんとかお兄さん
が乗ってくるのです。彼女たちも自分の中で固定
観念があってすごい怖いわけです。そこを自分の
一番身近な人たちが横に乗ってくれて、一緒に運
転を習おうよと。私はそれがすごくほほえましい
なと思いました。
　そういう形で今は力がない、自信がないと思っ
ている人たちを勇気づけるような広告やマーケ
ティングというのはすごく大事だと思います。特
別に扱う必要はなくて、しかし、本当に今ある姿が
それでいいんだよというような描き方がすごく心
に残りますし、勇気をもらえるものではないかな
と思います。

「勇気づける」というスタンス

─「勇気づける」というすばらしいキーワード
をお話しいただきました。SNS も含め、この言葉
とは逆の方向に向かうことの多い今の社会です
が、それに対してどう思われていますか。
石川　SNS は非常に大きな力を持っていて、瞬時
に情報が伝わる本当にすばらしいツールであると
同時に、諸刃の剣にもなります。瞬時に伝わるから
こそ間違った情報が瞬時に伝わったときの恐ろし
さもあると思います。ですから、ユーザーである自
分たちのリテラシーを高めていくことが非常に重
要であると考えています。
　また、SNS によって、今まで言えなかったこと
を言える世界がそこにあるわけです。それはすご
く魅力的だと思うのです。人前で堂々と意見を交
わすのは嫌だけれども、こういうところで 1 人で
つぶやくのだったら自分はできる、という機会が
与えられるわけだから、それはすばらしいことで
はあると思うのですが、自分のつぶやいたことが

人を傷つけているかもしれないという、一歩立ち
止まる必要が必ずあると思います。
　私自身も UN Women 日本事務所の所長として
いろいろな情報発信をしていますけれども、もち
ろんそれに対して賛同できない方もいらっしゃい
ますし、私たちが発信したことによって逆に傷つ
いたというような方もいらっしゃいます。それは
同時に、「あ、そういうふうな考えがあるんだ」と
気づかされる瞬間でもあるわけです。「あ、こうい
う多様な見方があるんだ」ということを気づかさ
れるので、称賛の声も批判の声も両方ともすごく
大事なことだと思っています。
　

日本における変化について

─世界から日本を見るとどんなふうに見えて
いるのでしょうか。日本は、世界に比べると非常に
平和で、平等ということに対してあまり抵抗がな
いとも個人的には思いますが。
石川　私が国連で生活してきて感じるのは、世界
中の国からすると、やはり日本を良い国と思う人
のほうが圧倒的に多いですね。暴動もないし、経済
は発展していて豊かですし、さらに道もきれいで、
犯罪が少なくて、みんな規則を守って生活をして
いる、といったふうです。
　ただ、日本に 20 ～ 30 年住んでいる外国の方か
らすると、その属性によって評価は違ってくると
思います。ですから、そこも多様な見方があるので
はないかと思いますが、一般的には世界から見て、
国連の加盟国から見ても、日本というのはすばら
しい国というふうに思われていると思いますね。
─ジェンダー平等への取り組みの広がり方は
どうですか。日本の場合は遅い方でしょうか。
石川　そうですね。世界経済フォーラムのランキ
ングなどを見てネガティブな話ばかりになりがち
なのですが、少しずつ変わってはきているとは思
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います。私は、日本に帰ってきて 5 年が過ぎたの
ですが、この間に私は確かに変化を見ました。例え
ば、かつては東証大発会には振り袖の女性たちが
出てくるのが当たり前でしたが、今では男性の袴
姿も登場しています。高校野球の入場行進のプラ
カードも、以前の女子高生から男子高校生も持つ
ようになりましたね。
─変わらなくてはいけないのは社会なので
しょうね。
石川　そう思います。本当に微々たる、小さな小さ
な一歩ですけれども、やはりそれが積み重なって
変わっていくのではないでしょうか。世界に比べ
たらまだまだ日本の歩みは遅いというのは事実だ
と思いますが、それでも少しずついい方向に変化
しているのではないかなと思っています。私の中

では任期中にそうやって少しずつ変化が見えてき
たことは喜ばしいことだなと思っています。
─今後も、「勇気づける」ということでやって
いきたいですね。
石川　そうですね。叩くのではなく、勇気づける形
でいきたいですね。それは女性だけではなく、あら
ゆる人たちを勇気づけられるような広告、マーケ
ティングということをしていきたいと思います。
私たちはマーケティングの専門家ではまったく
ないので、逆に現場で実務者としてやっていらっ
しゃるマーケターの方からの生の声というのを逆
にお聞きしたいです。
─ぜひご協力させていただけたらと思いま
す。本日はありがとうございました。

（Interviewer：中島 聡　本誌編集委員）
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　スタートアップ企業 VALT JAPAN 株式会
社は、労働市場における重要な役割を果たし、就
労困難者の新たな活躍機会を提供する取り組み

「NEXT HERO」を展開している。この対談では、そ
のビジョン、ビジネスモデル、そして創業者の背景
に迫った。

労働市場の不均衡を是正し、活躍機会を
提供する

小野　私たちは 2014 年に設立されたスタート
アップ企業で、現在は 10 期目に突入しました。私
たちのビジョンは、「就労困難者の大活躍時代」を
築くことです。これまで 10 年間、スタートアップ
として活動してきました。
─なるほど、素晴らしいビジョンですね。具体
的にはどのような活動を行っているのでしょうか。
小野　当社が目指しているのは、労働市場の構造
変革です。現在、日本では労働力の減少が深刻な問
題とされています。内閣府等、国の公開データによ
れば、20 年後には約 1,500 万人の労働者が減少す
る予測です。さらにリクルートワークスでは、労働
需要と労働供給のギャップが 1,100 万人。1,100 万
人の労働供給力が不足するというデータがあり
ます。しかし、日本財団の調査では、障害者、難病患
者、受刑者などを含んだ約 1,500 万人の就労困難
者がいることが報告されています。すると、ここで
不思議なことに気付くんです。一方では労働力が
不足し、もう一方では、まだ働ける人がたくさんい
る。これは労働市場の不均衡が起きているという
ふうに捉えることができますよね。われわれは、こ
の労働市場の構造の不均衡を是正して、労働市場
の構造変革にチャレンジしていきたいんです。
─ビジネスモデルはどのようになっていますか。
小野　課題を抱えている企業はたくさんいらっ
しゃいます。そうした企業から、われわれはアウ

INTERVIEW 3
就労困難者の活躍
を支えるスタート
アップ：
NEXT HERO の挑戦

株式会社アイ・アール ジャパン
取締役副社長

石 垣  昭 之 輔  氏
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トソーシングという手法を通じて、データ入力、物
流、清掃、AI の教師データ作成など、400 種類を
超えるさまざまな仕事を受注しています。そして、
これらの仕事を全国の就労困難な人々に再分配
し、新しい活躍機会と賃金向上を生みだす。これが
私たちのビジネスモデルです。
─就労困難な方々の能力や特性は異なります
よね。どのように対応しているのですか。
小野　確かに、ワーカーの能力や特性は多様です。
私たちはその情報を収集し、彼らが活躍できる
市場と企業の需要をマッチングしています。この
データに基づいて、7 つの市場を選定し、営業活
動を行っています。そして、このデータをもとに仕
事を再分配し、新しい仕事と機会を提供していま
す。このモデルを「NEXT HERO」と名付けて、サー
ビスを展開しています。

経験者の視点から見た就労問題と社会的
アセットの最大活用

小野　私はもともと塩野義製薬の MR（医薬情報
担当者）をしていました。精神疾患系と生活習慣病
系の医薬品を担当していたんですが、同時に、摂食
障害である過食症・拒食症を患っていました。この
疾患は国内に 20 万人ほどの患者がおり、その 9 割
は女性です。世界的にも大きな問題とされていて、
モデルやファッション業界の人々がダイエットを
して発症するなど、影響が大きいです。私は大学時
代から社会人になるまで 5 年間、この疾患と闘っ
ていました。

─ご自身が摂食障害を経験されたんですね。
小野　はい、自分自身が当事者でした。そんな中
で、ある日、廃校になった小学校の教室を借りて、
精神疾患の患者さんが集まる患者会が開かれて
いたので、私はそこに参加しました。当時、私は摂
食障害という言葉を知らなかったため、自分が世
界で唯一の症状を抱えていると思っていました。
その患者会では、約 30 人の患者が集まり、症状や
疾患、治療法などについて情報交換が行われてい
ました。しかし、一人ひとりの状況や治療法は異な
り、共通点はたった一つだけ。それは、仕事が上手
くいっていないということでした。
─皆さん、仕事が上手くいかないことが共通
の問題だったわけですね。

小 野  貴 也（ お の  たかなり） 
VALT JAPAN株式会社 代表取締役
大分県出身。製薬会社のMR従事中に、障害や難病のある方の活躍機会・賃金における社会問題に衝撃を受け、2014年に起業。障害や難病を抱える就労困難者に特化した仕
事の受発注プラットフォーム「NEXT HERO」を運営し、約1,500万人の就労困難者がビジネスの市場で大活躍できる新たな仕組みづくりに取り組んでいる。著書に『社会
を変えるスタートアップ～「就労困難者ゼロ社会」の実現』（光文社新書）がある。

小野氏著『社会を変えるスタートアップ　
～「就労困難者ゼロ社会」の実現（光文社新書）
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小野　その通りです。この問題は就労支援や福祉
の分野では以前から議論されていましたが、当時
の私にとっては驚きでした。精神疾患の医薬品を
服用すれば症状は安定し、QOL（生活の質）が向
上するというエビデンスを見ていたため、服薬後
に仕事に戻り、再び症状が悪化するという負のサ
イクルが理解できず、この状況に驚きました。それ
と同時に、私は医薬品を開発する立場にはいない
けれど、障害や難病を抱えた方々が仕事を通じて
活躍する仕組みを作ることは、私の力でもできる
かもしれない。
　また、体験者だからこそできることもあるので
はと、人生を通じてこのテーマに取り組みたいと
考えました。その結果、2014 年 8 月に塩野義製薬
を退職し、起業に至ったのです。
─ご自身の経験が大きな影響を与えたわけで
すね。
小野　起業する前には確かに悩みましたが、自分
自身もその疾患を抱えていたことが、起業において
大きな後押しとなりました。当時、NEXT HERO
というサービスは存在しておらず、イメージとして
は、ぼろぼろのいかだに旗を立て、就労困難者の就
労問題に立ち向かって船出したという感じです。

実際、無謀な冒険だったと思います。そして、約半
年後にこのビジネスモデルが生まれました。当時は
単純に、一つの思いで起業した感じですね。
─他の就労支援施設と比較して、御社のアプ
ローチは独自のようですね。
小野　就労継続支援事業とは、通常の事業所に雇
用されることが困難な障害者につき、就労の機会
を提供するとともに、生産活動その他の活動の機
会の提供を通じて、その知識及び能力の向上のた
めに必要な訓練を行う事業のことをいいます。雇
用契約を結び利用する「A 型」と、雇用契約を結ば
ないで利用する「B 型」の 2 種類があります。その
中で、私たちは、企業と就労支援事業者の協力に焦
点を当てています。
　具体的には、私たちは事業所を直接運営するの
ではなく、日本国内に存在する「就労継続支援事業
所」と提携しています。この事業所は、障害のある
人々が福祉支援を受けながら、企業や自治体から
受注した仕事をする場所です。その数はローソン
と同程度に多く、1.5 万か所を超え、全国の 47 都
道府県に存在しています。しかし、ほとんど知られ
ていない現状があります。
　こういった事業所で行われる仕事には、データ

VALT JAPAN 株式会社による「NEXT HERO」の取り組み
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入力、冊子のホチキス留め、封入作業などが含まれ
ます。また、内職も一般的です。このような仕事を
通じて、障害のある人々が収入を得るという仕組
みです。しかし、その賃金が非常に低い点に疑問を
抱きました。低賃金の問題は長年の懸念事項であ
り、解決されていない現実があるわけです。
　こうした背景から、私たちは新たに事業所を設
立するのではなく、すでに存在する事業所の資産
とリソースを活用し、そのパフォーマンスを最大
化させることに焦点を当てています。一つひとつ
の事業所は個別に見れば小さいかもしれません
が、全国には 1.5 万もの事業所が存在し、働く人々
の総数は 50 万人以上にも上ります。また、これら
の事業所は合計で約 20 万㎡の床面積を持ってお
り、物流などの活用が可能です。この資産を最大限
に活用し、労働市場の構造を変える新たな可能性
を模索しています。

社会の視点を変える、障害者雇用の新た
な可能性

─日々の仕事において、高い志を持って奮闘
されていると感じますが、それに対する世の中の
理解や課題について、お考えを聞かせていただけ
ますか。
小野　障害者雇用に関しては、1970 年代からの
歴史的な経緯があり、法定雇用率などの法制度が
存在しています。これらは非常に重要な一歩で、障
害者差別が当たり前だった時代からの進展です。
しかし、現在は ESG（環境、社会、ガバナンス）や
SDGs（持続可能な開発目標）などの国際基準が注
目され、持続可能な社会を構築するための新たな
ルールが整備されています。これは私たちにとっ
て大きな機会であり、法定雇用率を守りつつも、よ
りインクルーシブな社会を築く時代だと感じてい
ます。

　一つの課題として挙げられるのは、長らく運用
されてきた法制度を守りながらも、法定雇用率の
達成をゴールとする企業が多いことです。しかし、
法定雇用率は最低ラインに過ぎず、必要なのはそ
れを超えたインクルーシブな社会です。私たちは、
障害や難病、受刑者、女性、高齢者など様々な就労
困難な方々と協力し、より良い社会、サービス、商
品を開発し、提供することを目指しています。実
際、私たちの取引先には、その考え方に共感し、就
労困難な方々をサプライチェーンに組み入れて新
しい価値を生み出している企業があります。
─“就労困難”という言葉を考えると、誰がそ
れを定義づけているのか疑問に思います。本人た
ちは働きたいと願っており、多様な仕事が存在し
ます。
　社会自体が「障害」という言葉ではなく、その人
の特徴として受け止めるために、どのように社会
の人々の考え方を変えるべきだと思いますか。
小野　“就労困難”という言葉の定義は、日本財団
などで提供されていますが、その定義を超えて、社
会全体が彼らを働き手として捉えるべきだと考え
ています。ある人の個性や特性を尊重し、協力して
働くことが、深刻な社会問題の解決に寄与する大
きな鍵だと思います。理解を深めるためには、座学
や教育も大切ですが、最も効果的なのは実際に一
緒に働くことです。外部との協力において、就労困
難者と呼ばれる障害者、難病のある人々が選択肢
に含まれていないのが現状です。
　しかし、一緒に働いてみることで、彼らへの見方
が大きく変わります。私たちのサービスは成果を重
視するものであり、誰がそれを提供するかは関係
ありません。障害・難病のある方々と共に成果を出
すことで、理解が進み、見方が変わる可能性がある
と思っています。
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障害者雇用を評価する新しい指標

─最近、24 時間テレビを見ました。その中で
放映した芳根京子さんの『虹色のチョーク』は素晴
らしい番組でしたね。知的障害者をテーマにして
いたのですが、高い成果物が生まれていることに
感銘を受けました。
小野　確かに品質の向上は欠かせませんが、これ
からの時代には構造的な変革も必要です。大企業
も SDGs や IR（統合報告書）を通じて、持続可能
な社会への貢献を模索しています。人的資本経営
の開示も始まりました。企業はサプライチェーン
における障害者雇用を含むインクルーシブな取り
組みを評価スコアに組み込むべきです。
　経済活動は社会問題の解決に寄与する主体とし
ての役割を果たすものであり、経済活動に就労困
難者などを組み込むことで、社会問題も解決へと
進展します。
　大企業はステークホルダーへの説明責任を果
たす必要があり、株主への還元も大切です。しか
し、現代のトレンドでは株主だけでなく、多くのス
テークホルダーに価値を提供することが求められ
ています。投資家も社会問題の解決に積極的に投
資しようとする動きがあり、インパクト投資も注
目されています。
　このような国際的なトレンドが経済界を変え、
社会問題の解決に貢献する企業が増加すれば、我
が国日本は大きく変革されるでしょう。
─日本には 1,500 万人もの就労困難者がおり、
これは日本の人口の十数パーセントに相当します。
大きな市場が存在していますね。
小野　実際の労働人口では、5 人に 1 人が就労困
難者です。さらに、就労困難者を支える家族や関係
者を考慮に入れると、合計で 4,500 万人以上にもな
ります。これは高齢者人口を超える規模です。障害
者市場は非常に大きいのです。

─しかし、多くの人々が障害者雇用について
無関心のように感じます。
小野　障害者雇用に関して、一部の大企業での取
り組みは知られていますが、情報が不足しており、
実際に障害者と一緒に働く機会は限られていまし
た。しかし、これからが重要な時期だと思います。
今後、企業ごとに異なる 10 年後の姿が描かれるで
しょう。
─日本の企業は他の国に比べて遅れているの
でしょうか。
小野　意見は分かれます。例えば、国連が日本の障
害者雇用について勧告を行ったことがあります。
その中で、精神疾患の患者が長期入院させられる
ことや、企業と障害者の分断を助長する制度や仕
組みなどへの指摘です。この点で、世界基準に適合
する必要があるという意見もあります。当然こう
した指摘に向き合いながらも、日本には独自のア
プローチや戦略があると私は考えています。
　日本の障害者雇用業界には巨大なポテンシャル
があり、世界に輸出できる仕組みを構築できると
思っています。
─確かに、日本の企業は多くの素晴らしい取
り組みを行っていますが、それがあまり知られてい
ないのはもったいないですね。
小野　大企業も含め、多くの企業がさまざまな取
り組みを行っています。しかし、これらの取り組み
があまり浸透していないのが現状です。これらの
成功事例が、もっと広まるといいのですが……。
─法に縛られながらも、障害者のためにでき
ることを模索している人々がいます。法制度に関し
て、どのようなご意見がありますか。
小野　現行の法制度に何かが欠けているわけでは
ありません。重要なのは、法制度をより効果的に活
用する方法や新しいアプローチを見つけることで
す。私は法定協働率という新しい政策提言を行っ
ており、法定雇用率だけでなく、取引においても障
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害者雇用を評価する指標を作ろうとしています。
─協働とは、障害者が協力して働くというこ
とですか。
小野　そうです。法定雇用率では直接雇用を対象
としていますが、現代はさまざまな働き方が存在
します。障害者雇用は、取引を通じても評価される
べきだと考えています。企業は、障害者と一緒に働
くことで社会問題の解決に貢献できる機会を持つ
べきです。
─確かに、そのアプローチは多くの可能性を
秘めているように思います。
小野　多くの障害者は、自分のスキルを発揮する
機会が限られているため、一歩踏み出せていない
だけだと考えています。
　現在、多くの企業が人手不足に悩んでおり、障害
者に仕事をアウトソーシングすることで解決でき
る場面が増えています。一緒に仕事をすることで、
障害者への理解や見方が変わります。法定雇用率
の義務を負う企業が、障害者を戦力として協働す
る機会を底上げするべきです。
　私はこれをインクルーシブ雇用と考えていま
す。法定雇用率を達成するだけでなく、その手前に
ある協働機会を増やすことが大切です。

多様性を尊重し、社会を変える NEXT 
HERO のメッセージ

小野　大企業は社会を変える大きな力を持ってい
ます。私たちはスタートアップ企業ですが、大企業
と協力し、就労困難者問題に取り組むことができ
るプラットフォームを提供します。大企業が行動
しない限り、変化は難しいでしょう。
　法律が変わるのは時間がかかりますが、大企業
の取り組みが増えれば、問題解決に大きな一歩と
なるはずです。
─企業は法人ですが、倫理観も持っています。

ノブレスオブリージュ（恵まれた者はその恩恵に
感謝し、責任を果たすべきだという考え方）も大切
ですね。日本には 1,500 万人もの就労困難者がお
り、彼らに仕事があれば日本は変わるでしょう。発
注をしても法定雇用率にカウントされない問題も
解決すべきですね。NEXT HERO の取り組みが法
定雇用率にカウントされない理由は何ですか。
小野　現行の法定雇用率では、雇用契約が必要で
す。発注は契約ではないため、カウントされないの
です。
─その考え方は本来おかしいと思います。
小野　そうですね。でも発注いただける企業が増
えてきたことは、変化が起きている兆候だと考え
ています。私たちのミッションは、就労困難者が仕
事を通じて活躍し、新しい社会インフラを作るこ
とです。仕事は生きるために必要な手段の一つで
あり、仕事を通じて認められる機会は貴重ですよ
ね。
　NEXT HERO は、「自分の人生、自分が主役だ」
というメッセージがあるんです。これは一見、就労
困難者向けのメッセージだと受け取られることが
多いんですが、全てのステークホルダーに向けた
メッセージであり、私たちの NEXT HERO に込め
た意思でもあります。
　私たちがやってるこの構造変革は、企業側で働
く方々も、自分にしかできない仕事にどんどんそ
の時間が使えるような働き方にシフトしていくこ
とにつながります。構造変革できれば、自分の時間
が増え、自己実現は加速していくというわけです。
誰もが「自分の人生、自分が主役だ」ということを
本気で思えるような社会を一緒に作っていきたい
という想いを届けたいですね。
─本日はありがとうございました。

（Interviewer：中島 聡　本誌編集委員）
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字幕付きCMの普及経緯と現状

中島　どうも今の世の中は不寛容な時代らしく、
SNS上でも、声の大きい人の勝ち、言った者勝ち、
自分の発言が相手にどう影響するかということを
誰も考えずに勝手なことばかり言っている時代だ
と思います。
　そのような中、広告コミュニケーションに関して
も、高い倫理観を持ち、誰一人取り残さない社会

を目指さなければならな
いと思います。そのよう
な取り組みの一つである
字幕付きCMも大きな時
代の流れだと感じます。
　まず、字幕付きCMに
取り組んできた経緯に
関してお聞きします。
沼澤　2014年に総務省
で「スマートテレビ時代

における字幕等の在り
方に関する検討会」が
開催され、その検討結
果が同年 7月に取りまと
められ発表されました。
字 幕 付 きCMに お い て
は、 日本アドバタイザー
ズ協会、日本民間放送
連盟、日本広告業協会の
連携の場として「字幕付きＣＭ普及推進協議会」
設立の提言があり、検討会終了後も引き続き課題
の検討等を行うこととなりました。以降、CMの
字幕をどのようにしていくのかということで検討
を重ね、現在に至ります。
　現在はタイム CMのみならず、スポット CMま
で全枠に字幕を付けられるようになっています。
それまでは、特にCMオンライン運用が始まる以
前は字幕がタイム CMでOAするならば、別途物
理的にテープを別途プリントしなければならず手

座談会

字幕付きＣＭの普及をめざす
   放送・広告業界の取り組み

中 島  聡  氏（公益社団法人日本アドバタイザーズ協会 専務理事、本誌編集委員）　

窪 内  秀 典  氏（一般社団法人日本民間放送連盟 ＣＭ運行等対策部会 幹事、
 株式会社テレビ朝日 ビジネスソリューション本部 セールスプロモーション局 ＣＭ部長）

沼 澤  忍  氏（株式会社電通 コーポレートオフィス 広告電通賞プロジェクト部 事務局長）

＜事務局＞

小 泉  恭 兵  氏（公益社団法人日本アドバタイザーズ協会 事業部 主事）

藤 井  亮  氏（一般社団法人日本民間放送連盟 業務部 副部長）

木 村  敏 文  氏（一般社団法人日本広告業協会 副事務局長）

沼澤 忍 氏

中島 聡 氏
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数がかかりました。現在はCMオンライン運用に
よるデジタル送稿の普及もあり、字幕付きＣＭは
どんどん増えています。
中島　良い意味でのデジタルトランスフォーメー
ション（以下 DX）とうまく結び付いているとい
うことでしょうか。
沼澤　はい。私たちも、DXとしてAIの活用も含
めどこまで字幕生成が可能かいろいろと試行錯誤
しましたが、やはり100パーセント正確な文字起
こしはできません。もちろん、制作過程でDXに
よってできる部分はどんどん使うつもりですが、
テレビ CMは情報が100パーセント保証されなけ
ればなりません。100パーセントの情報正確性が
必要なのです。
中島　取り組みから十数年ということですが、当
初は相当大変でしたか。
沼澤　やはり大変でした。誰が作るのか、誰が字
幕の内容にOKを出すのか、作業費がいくら掛か
るか五里霧中状態でした。そのプロセスを一つず
つ整理整頓しました。最終的にクローズド・キャ
プション（CC）字付与部分は、ポストプロダクショ
ン（映像撮影後の技術的仕上げ作業を担当する会
社）が責任を持って行い、見積もり等も直接、広
告主や広告会社、広告制作会社に出せるようにな
りました。自立して仕事をしてもらう環境を整え
たことで、ポストプロダクションの立場が明確と
なり、前に進みました。
窪内　日本人の4人に1人は聴覚に何らかの問題
を抱えていると言われています。
　その人たちが少しでも楽しめる社会を作ってい
くという観点から、字幕付きＣＭの取り組みが始
まりました。スタート当初は、設備等の問題で、
放送できる局や範囲が限られおり、一部の局が1
社枠番組など特定の番組で、アドバタイザーの意
向に対応していました。番組もアドバタイザーの

数も限定しなければでき
ない時代でした。
　その後、字幕付きCM
に社会的必要性を感じて
くださるアドバタイザー
が数社出てまいりまし
た。このニーズ拡大に対
応するべく民放連は、設
備や環境を局ごとに調整
を行ったうえで、日本アドバタイザーズ協会、日
本広告業協会と一緒に、字幕付きＣＭ普及推進協
議会で2020年９月に ｢字幕付きＣＭ普及推進に
向けたロードマップ」を策定しました。
　その後、2022年 10月には、ロードマップの対
象となる局はすべての枠で受け入れられる体制を
整えました。ネットタイム、ローカルタイム、ス
ポット枠のすべて、オールタイムテーブルで字幕
付きＣＭの放送に対応できるようになりました。
中島　特に、この4 ～ 5年で急激に普及したと聞
いています。
窪内　おかげさまで字幕付きCMの採用社数は拡
大の一途を辿っており、現在は数十社となってお
ります。やはり、このロードマップの策定が大き
かったと感じます。
沼澤　オンエアベースでは、10パーセント台の
半ばくらいになっているのではないかと思いま
す。オンエア量の多い広告主のCMに関しては、
字幕付きCMの増加が顕著になっているのではな
いでしょうか。
　一方、地方への普及はなかなか難しいです。ま
ず、字幕付きCMを作れるポストプロダクション
探しから始めなければなりません。もちろん、東
京にデータを送ればできますが、やはり、地元で
字幕制作ができる編集会社が何社か立ち上がる
と、そこで効率的に作業を回すことができると考

窪内 秀典 氏
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えています。
中島　各地方の特性やさまざまなエンターテイン
メントのインフラストラクチャーまでを包括的に
考えて、地道に普及させていかなければならない
ということですか。
沼澤　本当に地道に取り組んでいくしかないと
思っています。例えば耳の日（3月 3日）などで
広報活動を行うとか、さまざまな機会を使って普
及と理解を進めたいと考えています。

ユニバーサルな側面も持つ字幕

中島　字幕の見やすさ、読みやすさには何か工夫
などあるのですか。
沼澤　字数に関しては、字幕付きCM素材搬入基
準に基づきながら、ポストプロダクションが工夫
している点がたくさんあります。見やすく、すぐ
に追えるようにするノウハウはかなり研究されて
います。そうであるからこそ、先ほど申し上げま
したが、ポストプロダクションが大事で、そこで
字幕付きCMに慣れている人でなければ、きちん
とした情報保証ができないと言えます。
　ただ、機能性表示食品などの、必要な細かい注
意書きの部分にかぶる問題はどうしても出てきま
す。そのあたりは現在もケースバイケースで試行
錯誤中です。あとは、複数人が話すCMの場合、
どこまで表示するのかという問題があります。話
している内容を全部表示すると、逆に見にくく
なってしまいます。そのような点に関しても、広
告会社、ポストプロダクションの担当者を招いて
意見交換の機会を作り、放送局と共に作業のレベ
ルを上げていくことが非常に大事なことだと思っ
ています。
小泉　字幕については、必要な方に使ってもらう
のはその通りですが、あると便利で使うという方

もいると思います。例えば、小さな子どものいる
家庭では、子どもが泣いたりする場面も多々あり、
そのような状況で字幕があれば、テレビが見やす
くなります。そのため、字幕を付けることで、マー
ケティング効果的にもマイナスはありませんし、
さらに効果的に使う方も一定数いると思っていま
す。

字幕付きCMはDE&Iを体現

中島　字幕付きCMは、最近言われているDE&I
（ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョ
ン）の最先端ではないかと思います。
沼澤　その通りだと思います。企業が何かを行う
ときにTVCMを流すコミュニケーション活動は
最もわかりやすく、かつ行いやすい方法の一つで
す。今は、商品やサービス情報はインターネッ
トで検索すれば出てくるわけですが、例えばその
SNSでの情報の出どころが本当に正しいのかどう
か。きちんとした企業が多額の予算を投じ、しか
るべき媒体考査を受け、世に出している広告のほ
うが正しい情報を伝えているはずです。
中島　字幕付きCMは、企業が持つ存在意義、企
業の価値をストレートに伝える、最初に取り組む
べきことのような気がします。
小泉　商品・サービス自体や商品のパッケージを
変えることに比べると、数十万円で字幕を付けら
れる字幕付きCMの取り組みが最も安価であり、
数多くの人に届けることができます。
沼澤　聴覚障がい者の方々は、積極的に企業のホー
ムページに「字幕付きCMをありがとう」という意
見を投稿されているようです。クライアントにあり
がとうと伝えた新聞広告を岡山県で見ました。聴
覚障がい者の方々は、そのようなお気持ちを持っ
ているような気がします。皆さんの意見をこれま

座談会
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でも伺う機会が何回かありましたが、なぜ字幕を
付けないのかと怒る方よりも、付けてくれて非常
に助かっているとお感じになる方がが多いのでは
と思いました。
中島　ターゲットを広げると同時に、グッドウィ
ルも醸成することができます。加えて、価値も共
有しやすいです。企業のパーパス、社会的な役割
も果たせるということですね。

今後の普及に向けた展望

中島　今後に向けた取り組みや目標、方向性につ
いてはどうお考えでしょう。
沼澤　字幕を付けることはCMの制作過程で普通
なのだ、という認識になれば、さらに広がると思
います。地方の普及を引っ張るのは、全国規模で
CMを打っているアドバタイザーではないでしょう
か。地方への地道な啓発と同時に全国レベルのオ
ンエアをしてくださる広告主をどんどん増やすと
いう、両方を行うことが非常に大事だと思います。
窪内　放送側としては、オールタイムテーブルで
受け入れられる体制を整えましたが、それで終わ
りではなく、そうした体制になっていることや字
幕付きＣＭの意義などを、放送局の社員を含む関
連した人たちへ周知していくことが必要だと考え
ています。
沼澤　字幕はポストプロダクションの作業として
確立していくと思っています。CMのオンライン
送稿に伴って不要となったオンエアプリント作業
の代替ビジネスになります。CMのオンライン送
稿は最初は足踏み状態でしたが、一定の普及が進
んでから首都圏で一気に浸透しました。そのよ
うな一気に増加するタイミングが間もなく来ると
思っています。
中島　この2 ～ 3年のうちに臨界点が来るという

ことですね。
小泉　100パーセントは難しいとしても、1社ず
つ増えていく中で、目に見える景色の字幕付き
CMがどんどん増えていくことを願って、日本ア
ドバタイザーズ協会としては活動を続けていくし
かないと考えています。
木村　先ほどのDE&IやSDGsの話のように、是
が非でも配慮を進めなければならないと感じてい
ます。これはクライアントだけではなく、放送局
や広告会社も同様だと思います。みんなで推進し
ていかなければいけません。
藤井　現在、字幕付きＣＭがどんどん増えてきて
いる中で実務面での課題が出てきています。これ
から制作が増えるにあたり、制作・搬入側の広告
会社、ポストプロダクションと放送局の間で意見
交換を行い、実務的、技術的な対話を進め、円滑
な制作、搬入、放送に繋げていかなければならな
いと考えています。
沼澤　字幕付きCMの普及に関しては、日本アド
バタイザーズ協会、日本民間放送連盟、日本広告
業協会、日本ポストプロダクション協会、日本ア
ド・コンテンツ制作協会などが、ポイントごとに
きちんと話し合い、商流やルールを確認しながら
進めてきました。このような土壌をベースにして、
どんどん進めていきたいです。
中島　マーケティングというと、どうしても競争
や戦略という、ぎすぎすした面がありますが、こ
のような優しい世界を描き出すのも、マーケティ
ングにおける力の出し所の一つだと思います。世
の中を良くする取り組みには、ぜひ、積極的に支
援をしたいと考えています。ありがとうございま
した。
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　2022 年 10 月にすべての放送枠で「字幕付き
CM」の受け入れが開始されました。字幕付き CM
は聴覚障がいや難聴を抱える人の情報保障、マー
ケティング施策として価値の高い取り組みです。
　多くの聴覚障がい者の方々からの CM の内容
を理解したいという声をきっかけにして、テレビ
CM に字幕を付ける取り組みが始まっています。
　日本には、耳の不自由な方たちが難聴者を含め
ておよそ 2,000 万人いるといわれています。つま
り、人口の約 15％が、テレビ放送の音声情報を得
にくい状況にあるのです。
　そこで今回は、実際に字幕付き CM をご覧に
なって実際にどう感じているか、当事者の立場か
ら字幕付き CM を理解する活動などを行っている
岡山市難聴者協会のお二人に直接お声を伺う機会
を得ましたので紹介します。

字幕付き CM への率直な感想

─今回取材をさせていただきますホライズン
誌 10 号の趣旨は、「ウェルビーイングに包まれて」
としています。今の世の中、いろいろなことがあり
ますが、やはり誰一人として取り残さない、みんな
まったく平等に、公平にいろいろな情報が伝わる
ような社会が望ましいと思い特集を組むことと致
しました。
　そうした中で字幕付き CM というものが少しず
つ広がってきました。字幕付き CM とは、音声を
文字化し画面に表示した CM です。音声を文字に
よって認識できるため、聴覚に障がいのある方々
へ情報をお伝えするために有効な手段の一つであ
り、民放をはじめ、広告業界が普及に向けた取り組
みを進めているところです。今回はぜひこの字幕
付き CM について皆さま方のご意見、また、これか
らどうあってほしいかといったご要望等ありまし
たら、お聞かせ願えればと思います。

岡山市難聴者協会 会長

川 場  充  氏

INTERVIEW 4
難聴者に正確な情報を

伝えられる 

字幕付き
コマーシャルに
期待する

岡山市難聴者協会 事務局長

妹 尾  克 己  氏
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　まず、字幕付き CM を普段ご覧になっていて、ど
のように感じておられますでしょうか。
川場　大変うれしく思っております。実施する企
業も増えているようですが、このような取り組み
が今後もっと増えたらいいなと思っています。
─字幕付き CM というものが少しずつ増えた
ことによりまして、何か皆さま方に大きな変化、お
役立ちすることが増えましたでしょうか。
川場　今までは、例えば画面の中でにこにこ笑い
ながら言っている内容がよくわからなくて悔しい
思いをしておりましたが、字幕付き CM が放送さ
れるようになってから内容がよくわかるようにな
りました。
─ありがとうございます。内容がわかること
によって何か大きな心境の変化や行動の変化等ご

ざいましたでしょうか。

字幕付き CM はもっと増えてほしい

川場　まずは、この字幕付きのコマーシャルが
もっと増えればいいなと思っております。私たちが
把握しているところでは大体 60 社ほどですけれ
ども、全体から言うと数％かというくらいの数だろ
うと思います。もっともっと増えていけばいいなと
思っております。
妹尾　難聴者はおそらくコマーシャルの時間に
なったら見ても内容がわからないのでトイレタイ
ムになったり、チャンネルを切り替えたりしてき
たんじゃないかと思います。
　それで、字幕が付けば商品の内容についても興
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味を持てるようになって大変助かるのではないか
と思います。
─皆さんから見て、これはいいと思った CM は
どんな CM でしたか？その CM のどこが良かったか
というところを教えていただけるとうれしいです。
川場　最近は車のメーカーさんの CM に字幕が付
くようになりました。これは買い換えてもいいか
なと思ったりもします。そういったきっかけにな
ると思っております。
　また、早くから字幕を付けていただいているトイ
レタリー・メーカーさんもおられて、僕からすると
感謝、感謝です。
─字幕付き CM の普及について感じられるこ
とはございますか。
川場　字幕の少々の間違いは笑って済ますことが
大切です。一から十まで文字の変換を間違いなく
するというのは、まず難しい。ですから、例えばリ
アルに字幕を出す場合は、あらかじめ間違いが出
ることもあるがご了承くださいとか、そういった
形で字幕を出していただければと思います。
─貴重なご意見、ありがとうございます。
　この字幕付き CM によってご家族をはじめ、さ
まざまな方とのいろんな話題づくり、またさまざ
まな、言葉は適切ではないかもしれませんが、ほん
のちょっとした心の喜びが増えたとかいうことは
ございますでしょうか。
妹尾　コマーシャルに字幕が付いていなかった頃
は、そういう番組自体をあまり見ないで過ごして
いましたので、なかなか家族の間でコマーシャル
について話をするということもほとんどありませ
んでした。
─ありがとうございます。字幕付き CM を実
施している企業に対して、先日は岡山市難聴者協
会さんに新聞広告を出していただきましたが、字
幕付き CM をやってくれてありがとうという声を
日常的にお届けすることはあるんでしょうか。

川場　まず、コマーシャルに字幕が付くというこ
とはどういうことなのか、難聴者自身はあまり理
解しておりません。どういうことかというと、「あ、
字幕が付いているな」と思うだけです。そこから先
へ進む、もっと字幕を付けてほしいという願いを
持つことがないんでしょうね。
　だから、我々自身も難聴者のみんなに字幕を付
けてもらったらどうだろうかという話をもっと持
ちかけていかねばならないなと思っております。
─そういった声を直接広告主に届けていただ
くのが実は一番の後押しとなりますので、ぜひお
声の一つでも構いませんので、届けていただける
とありがたいです。
川場　今年度も感謝の言葉を述べた新聞広告を出
すつもりでおります。
─本当にいろいろと貴重な話をありがとうご
ざいました。最近、NHK のニュースを見ると、字幕
があって、手話があって、口頭があるというところ
で、どういった立場、どういった人にもわかりやす
いような伝え方などもあります。
　意外だったのは、文字 CM になることで車の
CM がおもしろい、買換えをしたくなると。読んで
わかる文字の CM と整合性がいいのは保険や薬
など、ある程度説明が必要な CM というふうに思
い込みがあったので、逆に目で見て、さらに文字を
追って楽しめる、そういった CM の作り方という
のもあるんだなというところで勉強させていただ
きました。
　確かに伝え方は 1 つに偏ってはいけないので、
いろいろな方法があっていいと思いますし、今後、
そのように時代の流れからいろいろ変わってくる
のかなと思います。少しでも字幕付きコマーシャ
ルが増えていくように、私どもも世の中に訴えて
いきたいと思っております。ありがとうございま
した。

（Interviewer：中島 聡　本誌編集委員）
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─明治さんでは、このたび女性の健康を食で
応援する「α -LunA（アルファルナ）」という商品
を発売されました。まず、この商品についてお聞か
せ願えますか。
吉田　弊社は、変化する女性のライフスタイルに
着目し、女性のカラダを手軽においしく応援した
いという思いから、新ブランド「明治 フェムニケ
アフード」を立ち上げました。2022 年の 10 月より
日々の食習慣に取り入れることで女性に寄り添う 

「α -LunA（アルファルナ）」を発売いたしました。
　当シリーズには、生乳に含まれるたんぱく質の
一つである「α - ラクトアルブミン（α -LA）」を配
合しています。また、複数の食品形態でご用意した
のは、毎日召し上がっていただきたいと思い、さま
ざまなシーンに合わせて使えるようにと考えたか
らです。たとえば、パウダーはノンフレーバーなの
で普段召し上がっている食事やコーヒー、ヨーグ
ルト、牛乳などに混ぜていただけます。
　顆粒はスティック状でバッグに入れるなど持ち
運びしやすい形態になっています。また、カフェイ
ンは控えたいがコーヒーは飲みたい、甘いものを
気軽に食べたいといったニーズに応えたカフェイ
ンレスの飲料やチョコレートもご用意しました。
─これは生理前に限定したものじゃなく、毎
日ずっと摂っていっていいんですか。
吉田　はい。日々の生活に交えて召し上がってい
ただければと思っています。α -LunA は生乳由来
のタンパク質「α - ラクトアルブミン」やビタミン
B 群などを配合しており、毎日おいしく手軽に続
けられる商品を目指しています。

開発のヒントは身近にあった

─この商品の開発に至った経緯を語っていた
だけますか。
吉田　私は入社から 4 年間、営業をやり、そこか

株式会社明治
グローバルニュートリション事業本部
乳幼児・フェムニケアマーケティング部 
幼児・フェムニケアグループ

吉 田  菜 々 絵  氏

INTERVIEW 5
生理の時期にも寄り
添い、365 日自分ら
しくいるために
～女性のウェルビーイングを
支援する明治の取り組み～

6
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らマーケティング部に所属し、女性向けの美容食
品アミノコラーゲンを担当していました。そこで
新商品を検討していたのですが、女性のニーズ調
査をすると、冷えや肩こりといった顕在化された
ニーズが上位に上がりました。既に商品化されて
おり、レッドオーシャンだなと思い、正直、かなり
煮詰まってしまっていました。
　そんなとき、同僚女性とカフェに行き、生理って
すごく大変なんだよねという話をしたら、彼女も
ポツリと、私もですと言ったんです。私は、はっと
しまして、大変だなと思っているのは私だけじゃ
ないんだと。皆さんそれぞれ思っていることがあ

るけれど、言わない、自分の中に秘めてしまってい
るのではと思い、さっそく調査を始めました。そし
て、6 割以上の女性が悩んでいるにもかかわらず、
何も対処していないという日本の現状があるのを
知り、これはすごい社会問題なんじゃないかと思
いました。生理が来ることは自然なことで仕方な
いと見逃していたんですね。身近にあった社会課
題だなと感じて、この領域を取り組んでみたいと
思ったんです。
　しかし、そのような問題意識を社内で説明した
際に、女性陣はとても共感して応援してくださっ
たのですが、男性陣の賛同がなかなか得られませ

上左より、「α -LunA パウダー」（94g）、「α -LunA 顆粒 レモンミ
ント風味」（4.7g × 20 本）、「α -LunA ミルクチョコレート」（42g）

下左より、「α -LunA ドリンク カフェオレ風味・ミルクティー風味」
（各 125ml）
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んでした。男性が自分ごと化することは難しいだ
ろうとは思っていましたが、最初にぶち当たった
壁だったんです。生理の大変さを説明しても、「そ
んなニッチな市場をやるの？」というふうに言わ
れてしまいました。では、どうしたら社会問題だと
思っていただけるだろうと考えた結果、女性の生
理や更年期など女性特有の健康課題の経済損失が
どのくらい生じているのかを説明するのが良いの
ではないかと考えました。プレゼンティーズム（心
身の不調を抱えながら業務を行っている状態）や
欠勤による損失、生理などの対処による出費など
で 1 兆円くらいあるんですというお話をさせてい
ただきました。
　そうすると、男性陣にも「これは社会問題だな」
という認識が広まり、取り組みがスムーズに進む
ようになりました。女性特有の健康課題を社会問
題として捉え、女性だけの問題ではなく社会全体
で捉え、対応していかなくてはいけないというこ
とを理解していただけました。次に、弊社の役員を
含め社員全員に、生理についての勉強会を実施し
ました。これによって、最初は何で男性がこんな勉
強を？といった反応も、次第に、娘が将来大人に
なったときに生きやすいように自分が文化をつ
くっていきたいといった意識を持っていただける
社員が増えてきました。少しずつ環境は変わって
いくんだなと思いました。

女性のウェルビーイングとは

─生理を取り巻く環境も変化してきたという
ことですね。
吉田　はい。この背景には、1985 年に男女雇用
機会均等法が成立し、少しずつ女性の有職率が高
まってきたことが関係していると思います。働き
続ける方が多くなったというのが現代の女性の変
化だと思っています。それに伴い、生理の状況も変

わってきています。
　まず、非婚化や晩婚化、高齢出産も増えてきてい
ます。女性の一生での生理の回数は、昔は 50 回く
らいでした。平均の出産数が 4 ～ 5 回くらいと多
く、生理が止まる期間も多かったわけです。一方、
直近の現代女性は、出産数が 1 ～ 2 人もしくは産
まない選択肢もあり、生理回数は 450 回、昔より 9
倍以上に増えていると試算されています。生理が
多数回起こることで体に負荷がかかっていきます
ので、女性の体はかなり大きく変化してきている
といえます。
　これは本当に社会課題として捉えていかない
と、女性のウェルビーイングが軽視されてしまい
ます。社会全体で取り組む必要があるのではない
かと考えています。

啓発のための連携を強化

─普及という面ではどのような取り組みをさ
れていますか。
吉田　今、特に挑戦しようとしているのは若年層
です。10 代を含め、学生の方たちに対して生理の
授業をプログラムとしてつくろうと考えていま
す。これは女性だけでなく男女を含めた授業とい
う形でやっていきたいと考えています。
　今の学生は、男の子でもスマホで調べられるの
で、生理に対する知識を何となく持っているんで
す。ただ、それが正しい情報なのかを判断できない
ところがあると思いますので、大人がしっかりと
介入して伝えていきたいと思っています。
　同時に、当社は食育もやっていますので、食べる
ことが生理や体づくりにも必要だということも普
及していきたいと思っています。特に 10 代は“痩
せ”ということがすごく問題になっており、若年
層の痩せが将来、不妊や低体重出産につながって
しまうリスクがあります。将来のことを考えると

6

MH  October   2023       29

ウェルビーイングに包まれて 特　集



しっかりご飯を食べたほうがいいですし、痩せに
よる生理が来ないのは異常なことなんだというこ
とを啓発していきたいと考えています。
─体全体を捉えた生理の啓発を通じて、世の
中まで変えていこうという考えなんですね。これ
から先、さまざまな教育機関やコミュニティ、企業
との連携などのお考えはありますか。
吉田　今取り組み始めているのが、健康経営の中
の女性の健康課題を課題視している企業様に対し
て、生理のセミナーを実施しております。また、弊
社と繊維会社のシキボウ様、日本女子大学様とで、
共同でセミナーやワークショップの取り組みを
行っています。
　この取り組みのアウトプットの場として、今年
10 月に開催される「Femtech Tokyo」という展示
会で合同ブースを出展いたします。
　実際に体感・体験していただいた方々の声や実
際のお客様の声を反映していかないといけないな
とすごく感じていますので、このような取り組み
を強化していきたいと思っています。
─ドラッグストアなどのリテーラーとの協業
もありますか。
吉田　流通部分での連携が一番課題でもあります
し、取り組まなくてはいけないことだなと思って
います。弊社はメーカーですので物をつくるまで
はできるんですが、お客さまに届けるためには店
舗に置いていただけないといけないわけです。
　幸い直近では、さまざまな展示会でフェムケア
ゾーンが組まれていて、さまざまなメーカー企業
が進出してきていますので、流通の方々のご理解
も進んできているのではないかと思います。今後
は、商品単体を売りたいという考え方ではなくて、
フェムテックやフェムケアという新しいカテゴ
リーを一緒に創出していく必要があると考えてい
ます。

フェムケアは SDGs そのもの

─人は皆平等に生まれてきているけれども、
現実には不公平感がどうしても出てきてしまう。
それを埋めるためにいろいろな取り組みをやって
いるわけです。お話を伺っていて、まさにフェムケ
アは SDGs そのものじゃないかと思います。
吉田　私もすごくそう思います。SDGs の目標で
言うと、ジェンダー平等という点はもちろんです
が、「すべての人に健康と福祉を」「質の高い教育
をみんなに」といった目標にも該当すると考えて
います。そのような点でフェムテックやフェムケ
アは SDGs にすごく親和性が高い領域ではないか
と思います。

女性の一生を支える事業へ

─今後の取り組みの方向性などを教えてくだ
さい。
吉田　生理への対応や食で妊婦や赤ちゃんの栄養
補給、さらには、更年期の問題にも取り組んでいき
たいと考えています。女性の一生を支えられる事業
という目標を掲げて計画を組んでいます。
　これからの日本では、女性活躍推進が求められ
ている中で、フェムケアは、しっかりと取り組んで
いかなくてはいけないカテゴリーだと思っていま
す。女性だけが頑張るのではなく、社会全体で理解
を深めて一緒に取り組んでいくことが必要です。そ
れが最終的に女性の豊かな生活につながってくれ
るといいなという思いで日々取り組んでおります。
─本当の意味で寛容な考え方、ダイバーシ
ティ、多様性をもう一度考え直す時期なのかもし
れませんね。本日はありがとうございました。

（Interviewer：中島 聡　本誌編集委員）
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今世紀の始まり前後に日本の産業界で未来学が大きな注目
を浴びた。米国の未来学者ハーマン・カーンがいろいろな角
度から未来を予測し、その姿を描いた。アルビン・トフラー、ダ
ニエル・ベルなどの名前を思い出す人が多いのではないか。

本でも多くの先端的な学者や三菱総合研究
所など多くのシンクタンクが日本の未来を
描いた。筆者の研究室の書架には未来を予測

した書籍が一杯。21 世紀の日本社会に到来する技
術革新、社会革新、政治革新などいろいろな面で予測
し、未来の日本の姿を描いて見せている。
　未来予測は難しい。なかなか的中しないという議
論が多い。当たるのは人口予測だけだという声もあ
る。的確な予測は難しいが、人類はこうありたい、こう
したものが欲しい、こうしたことを成し遂げたいと夢
見て未来を展望し、実現してき
ているものがたくさんある。宇
宙産業や日本が誇る新幹線は
未来予測の中で生まれたもの
だ。
　明治 34 年 1 月 2・3 日付け
の報知新聞は 20 世紀の予想
という記事を掲載。“19 世紀
はすでに去り、人も世も 20 世
紀の新舞台は現れることなり
ぬ”と宣言し、いろいろな予言
をしている。その中で、“19 世
紀末に発明せられし巻煙草型
の機関車は大成せられ列車は
小家屋大にあらゆる便利を備え乗客をして旅中にあ
らゆる心配なからしむベく冬期室内を温むるのみな
らず、暑中にはこれに冷気を催す装置あるべく ...... 速
力は一分間に 2 哩急行ならば東京・神戸は二時間半
を要し ......”と予想している。このほかに電話、医術、
自動車の普及と驚異的な発展を予測、展望している。
中には滑稽で未実現のものもあるが、見事実現した
ものの一つがこの新幹線ではないか。今や日本は世
界の先端を行く鉄道王国となった。こんなものが欲
しい、こんなものがあれば助かる、人々の生活、文化
を向上させようと思って実現したのが世界に誇る新
幹線だ。
　今、我々の前には想像しもしなかった技術革新が
いろいろな新世界を生み出している。インターネッ
トの世界、携帯電話の普及、情報化社会が出現、先端
科学技術がどのような未来を生み出すのか。AI の
出現、普及で我々の社会はどう変わるのか。産業人は
何をすべきか、マーケターは未来に向け何に挑戦す

るのか。日々目先の仕事、問題処理に追われている
向きが多いが、何をすべきなのかを未来を夢見てそ
の実現に向けた努力が、今再び基本から問われてい
ると言ってよい。この際ここで立ちどまり、産業人、
マーケターが独自に未来予測をしてみる、未来から
今何をすべきか論じてみると新しいマーケティング
の視点、手法、新しい市場、新しい腕の振るいどころ
が生まれてくるのではないか。
　文部科学省は令和 2 年版科学技術白書で“2040 年
の未来予測－科学技術が広げる未来社会－”と題し
た科学技術予測調査を発表し、2040 年の社会イメー
ジと注目される先端科学技術の数々を報告してい
る。人間が人間としてどういう生活を送れるように
なるとよいのか、そのためにどのような先端科学技
術が活用されうるのか、有用な情報がたくさんあり、
先端技術の開発によって創造されうる異次元の新し

い経済活動、社会活動をイメー
ジすることができる。詳細はそ
のレポートを読んでいただき
たいが、筆者が注目した一部を
紹介すると、“あらゆる言語を
リアルタイムで翻訳・通訳でき
るシステム”、“血液分析による
ガンや認知症の早期診断”、“収
穫した作物をドローンで集荷
場所等に自動運搬するシステ
ム”、“場所を限定せずに操作で
きる自動運転システム”、“移植
が可能な臓器の 3D プリント”、

“都市部で人を運べるドロー
ン”、“経年劣化・損傷を自己修復できる構造材料”な
ど様々な分野に及ぶもので、このテーマからいろい
ろな未来に創造できるものをイメージできる。
　先日、タクシーの運転手が“こんなものができて外
人客が増加しても何とか会話できます”と見せてく
れたのが自動翻訳機。語学教育はどうなるのかと思
わせるような便利な翻訳機だった。すでに実現して
いるものもある。
　地元の静岡銀行関連の静岡経済研究所は今年の 4
月号の調査月報で創立 60 周年記念特別企画調査と
して、“先端科学技術を生かして静岡県産業の近未
来を切り拓く”と題する特集を行い、県内産業に未来
への挑戦を大々的に呼び掛けている。
　これらの先端技術の活用でどのような新型の生活
提案をマーケターはすればよいのか。いろいろなヒ
ントを得ることができる。この文部科学省レポート
の一読をマーケターに勧めたい。

Text  大坪 檀 静岡産業大学総合研究所 所長

日

第37回

先端科学技術を
理解し、近未来
の生活像を描く

大坪檀の

マーケティング見・聞・録
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　「何かいいアイデアはないものか？」と、喫緊の
課題に対処したいのに何も出てこない。あれこれ
関連するデータを集めたり、ネット検索したり、専
門書まで紐解いたりしても、月並みな考えしか浮
かばない、そんな経験は誰しもあることでしょう。
　なぜアイデアを生みだすことがそんなに困難な
のでしょうか。数学の問題を解くときは最初は難
しいけれど、その次からは解法を身につけて解け
るようになるのに･･･。

〇解をめぐる２つの思考法
　解をめぐる論理的思考法には、大きく２つのタ
イプがあります。数式の計算など一般的な問題解
決では、論理を積み重ねて一定の方向に収束させ
て一つの解を探すもので「収束的思考」と呼ばれ
ます。これに対して解が一つに収束せずに発想の
飛躍を伴って多様な解を求めるものは、「拡散的
思考」と呼ばれます。アイデアを生み出したり、
新しい見方や考え方をもたらすといった創造的活
動は、まさにこの拡散的思考となります。

　この２つのタイプの思考法を提唱した心理学者
のJ.ギルフォードは、拡散的思考能力を測定する
例として次のような問を出しています。「新聞紙

は読む以外にどんな使い方ができますか？」。さ
て皆さんはどのように答えるでしょうか？新聞は
日々のニュースを伝える紙媒体であると思い込ん
でいる方には即答しがたい問ですね。野菜を包む
のに使ったり、宅配便の緩衝材に使ったり、BBQ
での着火に使うと素早く答えられれば、柔軟な思
考の持ち主になるかもしれません。
　でもこれらは、日常の経験から比較的誰でも思
いつくような使い方ともいえます。それに対して、
服を作ってみる、水に浸し丸めて硬い球を作って
みる、滑り台を作ってみるなどと答えられれば、
かなり創造性が高くなってきます。

〇インパス
　この新聞紙の例でなかなか飛躍のある思考がで
きない人は、常識の罠に陥りやすいものです。新
聞紙は情報を伝えるメディアであり、紙を素材と
した薄くて軽い破れやすい特性があるという常識
にとらわれている限り、いろいろと試行錯誤して
も結局は誰しも思いつくような考えしか浮かばず
行き詰まってしまいます。
　破れやすい新聞紙から服を作るのは難しい、一
旦水につけて硬くするという思考もなかなか出て
こない、破れやすい紙で人が乗る滑り台など全く

Something New
見つめる鍋は煮えない

中島  純一
公益社団法人日本マーケティング協会 客員研究員

第 5 回
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発想できない。このように対象となるモノの特性
が持つ常識に縛られて、先に進めないという状態
になります。これが認知心理学で言うところの、
インパス（impasse）と呼ばれるものです。
　
　実はこのインパスは、創造的思考法の最初のス
テージと位置づけられるものです。思考の飛躍と
多様な解を求めるその思考法の敷居の高さに、数
多くの試行錯誤が繰り返されながらも、現実には
行き詰まりや八方塞がりに陥りやすくなります。

〇見つめる鍋は煮えない
  知の巨人と呼ばれた外山滋比古＊は『思考の整
理学』の中で、創造的活動で必ずと言っていいほ
ど陥るこの“インパス”について、そこから脱出
する方法を説いています。
　それが、「見つめる鍋は煮えない（A Watched 
pot never boils.）という少し風変わりなことわざ
です。料理をしている時に早く煮えないかと絶え
ずフタを取ったり閉めたりしていると、なかなか
煮えないという教訓です。ここでの比喩が意味す
るところは、課題に対して一つの方略にこだわっ
て他の方法を思いつかなかったり、同じところを

ぐるぐる回って行き詰まっている状態―いわゆる
インパス―に対して、一旦そこから離れてみよう
ということです。創造的活動を成しえた先人たち
の体験談などからの考察を通して、外山滋比古は
インパスな状態から離れる・逃れることの重要性
に注目しています。

〇タブララサのすすめ
　実際に皆さんが何かアイデアづくりなどで行き
詰まった時に、どのようなことをしていますか？
多くの方がちょっと一休みしたりお茶を飲んだり、
誰かとお喋りしたり、ネット閲覧やゲームをした
りと何か気分転換をするのではないでしょうか。
　このような“固執からの脱却”は、タブララサ

（tabula rasa）と呼ばれ、頭を空っぽにするとか、
気分転換して考えることを停止したりすることを
指します。その意味するところは、インパスな状
態に伴うマイナス感情やストレスの低減、課題一
辺倒の自己を切り離すことによる客観視や、より
広い視点からの俯瞰的認知などの発生を促して、
できる限り新鮮な再スタートに向かう準備期と捉
えられています。
　
　アイデア作りに伴うインパスの発生からタブラ
ラサへの切り換え。新しい見方や考え方を模索し
たりアイデア作りに行き詰まったら、ひと呼吸お
いて思いきってその思考モードから離れてみたら
いかがでしょうか？時間の経過と共に新しい世界
が開けるかもしれません。次回はこのステージに
ついて考えてみましょう。

＊ 外山滋比古：英文学者で、思考論、創造的思考法をはじ
めとして、日本語論、言語学、修辞学、教育論等多くのジャ
ンルにわたり250冊以上を著し「知の巨人」と呼ばれ
た。代表作『思考の整理学』は長年ベストセラーを続けた。©J.Nakajima
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繋 ぐ こ と ば
公益社団法人 日本マーケティング協会
会長　 藤 重 貞 慶

さまざまな困難に遭遇したとき、人は原理原則に立ち戻ることで正解に
近づくことができます。または、先人の言葉を参考にすることで事態を打
開できることがあります。そこで私がこれまで先輩に教わり、あるいは体験
したり、書籍から学んだことをお伝えさせていただきたいと思います。

第16回 

　本書でも「健康」という言葉を幾度となく使っ
ています。では健康の定義とは何でしょうか。

「それは人生の理想や目的を成就するために最も
適した心身の状態である」

元ハーバード、ロックフェラー大学教授 ルネ・デュボス氏

　私の考えに最も近いのがこの言葉です。
　子どもは5歳くらいまで指しゃぶりをしている
と、どんどん上の歯が伸び、舌が小さくなって、
正しい発音ができなくなるといいます。声優にな
りたいという夢を持った、ある女子大生がいまし
た。実は彼女は先の理由で正しい発音ができない
状態だったのです。でも声優になる夢はあきらめ
たくない。それを東京医科歯科大学の先生が聞き
入れ、手術やその後のリハビリを行うことで、き
ちんと発音できるように治療したそうです。その
結果、その女子大生は晴れて声優になることがで
きました。こういうことが非常に大事なのです。
単にカラダが丈夫でも、夢や希望など内面的な部
分が充実していないと健康とはいえないのではな
いでしょうか。仮に五体満足でなくとも、目的や
理想を成就するために適した心身の状態にあれ
ば、それは健康であるということです。
　もう一つ、健康についての興味深い定義をご紹
介しましょう。

「健康とは何かと聞かれると、粋であること、輝き、
色気、それと品格である、と答えることにしている」

横倉クリニック院長　横倉恒雄氏

　なんとも難しい、でも魅力的な言葉ですね。こ
れを会社（企業人）に置き換えた私なりの解釈を
述べさせていただきます。まず「粋」とは、あか

抜けている、ひと味違う品質感がある、ひと味違
う品質観を提供できている、品格がある、品が違
うということだと思います。他の商品とはものが
違う、小さな驚きや感動がある、あるいは感動を
与える力がある。これが「粋」だと考えます。次
に「輝き」とは、内なるエネルギーが充実し外に
滲み出ている様子でしょうか。たとえば、社内で
いつも侃

かん

々
かん

諤
がく

々
がく

と議論を交わしており、そんな活
発なエネルギーが外部からも感じられる、常に活
気や好奇心に満ち、秘めた情熱やオーラがある様
子です。これは個人にとっても同じことがいえる
と思います。
　「色気」とは、人を惹き付ける魅力がある、可
愛らしさや愛嬌がある、ということでしょう。ひ
とことであらわすと愛があるということです。「粋」
が自分を磨くことであるのに対し、「色気」は相手
が認めるもの。人の心に働きかけるものだと思い
ます。愛情を持って、お客様のことを常に考える
心のことではないでしょうか。最後に「品格」は、
卑しくないこと、目線が高く奥行きが深いことで
す。目線が決まれば、自ずと形や動作が決まります。
逆に目線が低いと、目先のことしか考えられなく
なり、仕事が卑しくなるものです。中長期にわた
り、どうあるべきかを常に考えながら仕事をする。
これが品格だと思うのです。

　これらの要素を全て備えるのは並大抵のことで
はありません。でも、一つでも多く備えようと努
力することが、個人、そして会社の健康への近道
ではないかと私は考えます。究極の健康というの
は、ありとあらゆるものに感謝できる心を持つ、
そういうことではないでしょうか。

健康の定義
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『「欲望」の生産性　　　
　　　　―欲望と人間、そしてビジネス―』

『ビジネストランスレーター　　　
　　　データ分析を成果につなげる最強のビジネス思考術』

 上原 征彦 著　生産性出版 木田 浩理 、石原 一志、佐藤 祐規他 著　日経BP

早稲田大学 商学学術院 教授　恩藏 直人 株式会社コレクシア マーケティングプランニング局長　芹澤 連

　「欲望」は「欲求」とともに、私
たちマーケティングに携わる者に
とって身近な用語の一つになっ
ている。製品開発を進める際の
重要な出発点となっているから
だ。しかし本書では、マーケティン
グの枠組みをはるかに超えた視
点から、この欲望を捉え直してい
る。欲望は人間の特性を把握で
きる最適な変数であり、人間の生活や行動を駆動するエネ
ルギーとして位置づけている。本書では、この欲望を出発点
とすることによって、人間の独自性とそれが織りなす社会の
仕組みの解明に迫っている。
　本書は三つの部で構成されている。まず筆者は、自身の
主張を明確化するために、第Ⅰ部「欲望が駆動する人間とビ
ジネス」で、欲望という視点から人間や社会の本質を浮き彫
りにした。その上で、マーケティングやビジネスに欲望がどの
ように結びついているかを論じている。第Ⅱ部「人間（欲望
の主体）を考察する科学：規範科学の正統性」では、欲望
に関する直接的な議論とは距離を置き、学術的な主張が展
開されている。一般的なビジネス書として本書を読み進めて
きた読者は、第Ⅱ部にやや違和感を覚えるかもしれない。だ
が、半世紀にも及び研究者として温めてきた筆者の問題意
識や思想を取りまとめた書であると理解すれば、納得のいく
記述であると言える。第Ⅲ部「日本ビジネスの展望」では、社
会の変化や歴史的背景を念頭に置きながら、個人や社会が
それぞれの欲望を達成するための知識や発想を取り上げて
いる。そうして達成される多様な欲望によって、生産性は引
き上げられるというのだ。第Ⅲ部では、ビジネスパーソンとして
押さえておくべき要諦が整理されており、筆者による私たちへ
のエールが込められている。
　理論や枠組みを紹介するビジネス書は多い。だが本書では、
そうした理論や枠組みを提示するのではなく、むしろビジネスの
本質を「欲望」という視点から捉え直すことを主張している。ビ
ジネスは「金欲」によって駆動されるが、その分、他の欲望を押
さえる「禁欲」、つまり「刻苦精励」の必要性も見えてくる。

　世の中にはデータや分析に関
する類書が数多く存在する。そ
の中で本書が一線を画すのは、
組織が成果を出すための「デー
タ分析の使い方」を体系的に言
語化している点にある。なぜその
ような言語化が可能なのか。こ
れは筆頭著者の経歴による所
が大きい。文系営業マンからス
タートして、現場の課題解決のために統計学を学び、まずは
自分で成果を出す。次にそれを社内に展開してチームで成果
を出す。さらに業種や商材を超えて、様々な課題に対するデ
ータサイエンスの生かし方を試行錯誤し、成果につなげてい
く。そうした「言うは易く行うは難し」なデータ利活用を実際に
やってきたから、言語化できるのである。
　その集大成が本書であり、その根幹をなすのが「5Dフレー
ムワーク」と「ビジネストランスレーター」のスキルだ。5Dフレ
ームワークとは、現場の要請（Demand）を起点として分析を
設計・実行し、アウトプットを実務で使ってもらう（Deploy）ま
でのプロセスを体系化したもので、特に分析前後におけるビ
ジネスモデルやプレイヤーの理解、および実務への橋渡し（ト
ランスレーション）を重視した構造になっている。そのフレーム
ワークと両輪をなすソフトスキルが掲題の「ビジネストランスレ
ーター」である。詳しくは手に取って頂きたいが、組織の文化
や慣習、そこで働く人の“感情”と“勘定”まで計算に入れた「チ
ームや組織で成果を出すためのデータ分析の使い方」が、豊
富なケーススタディとナラティブを通して詳らかになる。
　私見だが、組織におけるデータ利活用で最も難しいのは、

「データを使って分析する」という新習慣の定着であろう。つま
り、データや分析に無関心な社員に興味を持ってもらい、自分
も使ってみようという動機づけを行い、組織として中長期的な
成果につなげていく部分だ。中にはアナログで泥臭い所もあ
る。本書ではその辺りもアドレスされており、よくある落とし穴や
ぶつかりやすい壁、その打開策まで先回りしてくれる。その意
味で本書は、「データ分析組織の人類学」とも呼べるだろう。

B O O K S

♡Recommended by ♡Recommended by

B O O K S
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昨今の広告賞で受賞作品を俯瞰する中で強く思うことがあります。人
に人格があるように当然、企業にも団体にも法人格という人格がある
かと思います。様々な人格があることは当然として、守らねばならない
倫理というものがあるかと思います。パーパス、ミッションともに周りを
幸せにするということはすべての企業、団体に共通するものであり、不
幸にするということは論外かと思います。
様々な書籍やハウツーにおいて概念的に語られていることは多々あり
ますが、従前大ヒットしたドラマで語られたセリフ「事件は現場で起きて
いる」ということ、概念ではなくリアルな現場での活動で自らの使命を
全うされている実態を知っていただくために今回は5本のインタビュー
記事と座談会でまとめさせていただきました。
これら皆様の激闘から何らかのヒントを少しでも得ていただければ幸い
です。

編集を終えて・・・MH

環境問題をはじめ様々な社会課題が顕在化する今、課題解決を担う
静脈視点からの新たな取り組みから、マーケティング、ブランディング
の未来（あした）に繋がるヒントを探りたいと思います。

中島 聡（編集委員）

見山 謙一郎 （編集委員）

次号11号のテーマは「静動脈連携～社会課題起点からの、逆転
の発想による連携の取り組み（仮）」
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